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 )によれば印刷されたのは六〇〇部で､売り切れるのに八年かかっ
た1｡扉には出版年として一八九九年ではなく､一九〇〇年と記されている｡ゲイ Pteer
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ゲイがそれに続けて言うように､この出版年は ｢象徴｣的な意味をもつ 
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 -)によるとこうした出版年の処理は出版社の ｢慣習｣にすぎない｡しかし､また
2
｡一九〇〇年は一
九世紀の終わりの年であり､また一般に新世紀の始まりともされる年である｡一九世紀の精
神から生み出されたこの書はその最後の年に産声を上げ､そして､二〇世紀全体を呪縛する｡
あるいは､この書とともに二〇世紀が始まったと言っても､あながち過言ではないだろう｡r夢
解釈』は文化圏を越え､さまざまな分野の無数の人々に計り知れぬ影響を及ぼし､そして､
穀誉褒旺の的であり続けた｡
世紀の書とも言えるこの著作は､当然のことながらすでに邦訳されている｡最初の全訳 3

は新関良三訳で､一九三〇年に刊行された｡その後､戦後になって､高橋義孝訳 4､高橋義

孝 ･菊盛英夫共訳 5が出版され､さらに二一世紀に入って編某された Fフロイト全免帖 こも
tlesa新宮一成訳の F夢解釈』が収められた｡新関訳の底本は一九二五年の G mmeeS ften
hlcr

(以下 r著作集 kretlesa)』
S)..
G( ､高橋義孝訳以降はいずれもG mmeeWe (以下 r全集 .G(
W.｣)に入れられた第八版 r夢解釈Jの翻訳である｡もちろん､最新版を翻訳の底本とす)】 
ることは当然の手続きであり､そのこと自体に何の問題もない｡しかし､エレンベルガー 
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)の言うように､『夢解釈』には ｢新版のたびに多くの変更､
加筆､削除が施され､その結果､今日入手可能な版は､形式面でも内容面でも初版とはそう
6
とう大きな相違｣がある｡
初版から r全集 (G.W)』までの書誌データを次に掲げておく｡
一九〇〇年 (一八九九年) 初版 フランツ ･ドイティケ出版 lV+三七五頁
一九〇九年 第二版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 VII+三八九頁
一九一一年 第三版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ+四一八頁
一九一四年 第四版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ+四九八頁 
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3 -九二九年に大槻憲二訳 r夢の註稗｣(春陽堂)が出版されたが､これは全訳ではない｡
 
4 高橋義孝訳 r夢判断』は､rフロイド選集｣(日本教文社)､『フロイト著作集』(人文審院)に

収められ､また新潮文庫でも出版されている｡ 
5 滝橋義孝 ･菊盛英夫共訳 F夢判断』は 『フロイド選集 (改[=汀版)』に収められている. 
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一九一九年 第五版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ十四七四頁
一九二一年 第六版 (改訂なし｡ただし､第六版用の ｢序文｣を付加､文献表を補充)
フランツ ･ドイティケ出版 ⅤⅠⅠ+四七八頁
一九二二年 第七版 (改訂なし) フランツ･ドイティケ出版 
Ⅰ
一九二五年 r著作集 (G. )』第二巻と第三巻の一部S. (改訂増補) 国際精神分析出版
第二巻五四三頁､第三巻一八五頁
一九三〇年 第八版 (改訂増補) フランツ ･ドイティケ出版 Ⅹ+四三五頁 
.』第二巻､第三巻
 
出版 XV+六四二頁 7

こののち版権はロンドンのイマ-ゴ出版からドイツのフィッシャー社に移り､版を重ねる

)W一九四二年 r全集 (G. (改訂なし､第^版と同内容) イマ -ゴ
)Wが､内容に変更はない｡一九七二年には､F全集 (G. .』 とは別に F研究版著作集 
』の一巻として)i benausgaedtsu( r夢解釈』が同じくフィッシャー社から刊行されたOこの
版には､詳細な編者注とともに､フロイトによる記述の変更がどの版でなされたかについて
注記が付加されている｡
初版が Ⅰ

(G,W 』の
 
～ 
).
Ⅴ (扉､序文等)+-～三七五頁 (本文･参考文献表･目次)であるのに対 し､r全Ⅰ

集 F夢解釈』の頁数はⅠ～XV (扉､序文等) + 六四二頁 (本文と参考文-～
献表)である｡初版は-頁四六行､F全集 (G.W.)』は三四行なので､行数で比べると一文
字の組み方も違うので､正確な文字数の比較にはならないが-F全集 (G.W.)』版は初版
の約一 ･三倍になる8｡また､一九二五年の F著作集 S.(G. )』には r夢解釈』が第二巻と
第三巻に分かれて入っており､第二巻は初版と同じ内容､第三巻はそれ以降の増補分を入れ
るという構成がとられている｡両巻は同じ文字の組み方がされているので､より正確な比較
ができる｡第二巻が五四三頁 (初版分)､第三巻が一八五頁 (増補分)なので､この時点で
の全体も初版の約一 ･三倍の分量になる｡いずれにせよ､こうした改訂は少なくとも ｢言い
足りぬ部分を補った｣といった類いの手の加え方でないのは確かだろう｡エレンベルガーの
言うように､フロイトは F夢解釈』をつねに自分の ｢主著｣と見なしていた 9｡だからこそ､
精神分析が進展するのに合わせて､この ｢主著｣には改訂が加えられた｡｢主著｣は精神分
析の進化とともに成長を続けた｡ 
r全集 (G.W)』版の 『夢解釈』には､第八版の出た一九三〇年の段階でのフロイトの思
索が含まれる｡初版出版時に四三歳だった著者はすでに七〇歳を超えた世界的な著名人と
なっていた｡そして､第八版が著者とともに変貌を遂げたこの書の完成形- ｢終わりなき分
析｣に完成はありえないとしてもー と言うべきだろう｡しかし､そこには一八九九年のフロ
イトの与り知らぬこと､あるいはぼんやりと予感するだけで､まだ明瞭には記述できなかっ
たことが含まれる｡また､初版刊行以降に発表されたさまざまな文献が引用され､さらに､
第五版以降では一八九九年の時点でまだ未知の人であった研究者 (ザクス)の論文 10さえ 
7 このデータは r研究版著作集 i benausgaelduS( )』 (以下 r研究版 tS(A)｣による. 
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収められるのである｡
フロイトは Fヒステ1)一研究』(ブロイア- fB 18
reuer
Jose( )と共著､初版一5
2
9
1
-2
4

八九五年)の第二版 (一九〇八年)の ｢序文｣で次のように述べる｡
カタルシス法から精神分析 -の発展に関心をもつ人なら誰であれ､Fヒステ 7)一研究』
から始めて､私の歩んだのと同じ道を進むのがよいだろう｡ 
Fヒステ7)一研究帖 ま精神分析の ｢始まりの書｣ 1と位置づけられる著作である｡ここでは､
ブロイア一､フロイトが患者を相手に手探 りしながら心の病の治療法を創出し､新たな心の
科学を構想する有り様が記述される｡この著作にはまだ ｢精神分析｣という術語すら兄いだ
せず､ここで編み出された精神療法は ｢カタルシス法｣と呼ばれる｡そして､一九〇八年の
フロイ トは､精神分析に関心を抱 く読者に ｢自分と同じ道｣を歩むことを求め､まず Fヒス
テリー研究』を手にとるように勧める｡ 
Fヒステリー研究｣】の読者は､精神分析がけっして抽象的な思弁として成立したのではな
いことを目の当たりにするだろう｡二人の医師は､患者の言葉に耳を傾け､微細な仕草も見
逃さない｡そして､二人は患者と体験を共有し､患者から学び､試行錯誤を重ねる｡そのな
かでしだいに新たな精神療法が萌芽するのである｡読者はこの啓でその過程を実感すること
ができる｡そして､Fヒステリー研究』を読了した読者が､フロイトの歩んだ道に沿って､
次に手にすべき書は一 一八九九年までのあいだにいくつかの重要な小論文があるにせよ-
やはり F夢解釈』でなければならない｡Fヒステ1)一研究』が ｢始まりの書｣であるとすれば､ 
F夢解釈』は精神分析の基盤を確立する著作である｡しかし､今述べたとおりF全集 (C.〟.)』
版の F夢解釈Bを読むことでは､フロイトと ｢同じ道｣を歩むことにはならない｡フロイト
の思索の道筋をたどり､一八九九年の段階でのその考察を把握しようとするなら､読者が手
2
にとるのは初版であるべきだ｡エレンベルガーがすすめるのもまた初版である 1｡こうし
た理由から､日本におけるフロイト精神分析の理解を深化させるには､初版 『夢解釈』の翻
訳が必要であると考えられる｡
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 0r夢解釈Jには言葉の遊び､言葉の音による連想についての分析がし
